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目的　骨や歯の主成分であるヒド゜キシアパタイト(Ca.o(PO,),(OH)., HAP)を酸素中

光照射すると活性酸素ラジカルが生成したII。酸素ラジカルの環境汚染ガスとの反応と

ＨＡＰのそれらのガスに対する光酸化触媒作用について検討した。

方法　球形HAP 0.1 gをESR管にとり、２時間473Kで加熱排気した後、酸素を加えて超

高圧水銀灯(500W)で3 0分光照射して活性酸素ラジカルを発生させ、光を遮断してCO,

NO, CH.などと反応した。反応はESRで追跡した。 HAP 0.3-0.5gを石英反応管(40 mm径)

にとり、反応ガスと酸素を加えて光酸化反応を行った。圧変化を追跡し、生成物をガス

クロマトグラフ(Supel Q plot(FID),Porapak Q(ＴＣＤ)カラム)で分析した。

結果　活性酸素ラジカル生成、光酸化反応にはHAPを予め473Kの加熱処理が有効で、

さらに高温処理すると反応性が低下した。一旦前処理すると、水を吸着しても活性は保

たれた。検出された活性酸素ラジカルはHAP上に生成した0一に酸素が反応したo√であ

る。０√はC0ヽNOとは速やかにヽCH,とは緩慢に反応した。 CO. NO, CH^の光酸化はス

ムーズに進行した．COからはCO,がヽNOからはNOjがヽCH,からは主としてCO,でヽ他

に含酸素化合物が生成した。生成物はHAPに強く吸着されるので、水洗浄によって脱離

させる。　1) H. Kanai et al｡Phosphorus Research Bull。6,293(1996)｡
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目　的：生ゴミの減量を図るため各種の生ゴミ処理機が開発されているが、油を多く含む

生ゴミや処理過程で発生する悪臭など解決しなければならない課題が多くある。本研究で

は、温風乾燥方式による生ゴミ処理機を用い、生ゴミの保管や乾燥時に発生する悪臭につ

いて調べるとともに、吸着機能の優れた竹炭を用い悪臭発生への影響を検討した。また、

乾燥生ゴミの堆肥として利用についても調査した。

方　法：生ゴミは、本学食堂で提供された食事の残飯を使用した。竹炭は、モウソウチク

を移動炭化炉（炭化温度:400～500 V）で調製した。生ゴミは、温風乾燥方式による生ゴ

ミ処理機（松下電器:MS-N51）を用い、一度に1.5～2.0kg投入し乾燥した。竹炭の脱臭・

吸着効果は、生ゴミに対し1～10 Z 竹炭を加え乾燥し、その際発生する臭いと乾燥した生

ゴミの臭いの強度を、ニオイセンサー（新コスモス電機）で測定した。堆肥としての効果

は、ナス科（トマト、トウガラシ、ナス）植物を栽培し、その収量、数種栄養素（ビタミ
ンc,ミネラル、糖）を測定し、判定した。

結　果：油を多く含む生ゴミは、竹炭を加えることで短時間で乾燥ができ、その添加量は

生ゴミの3～O Atが適量であることがわかった。乾燥ゴミは、生ゴミの５分の１程度となり

保管中の生ゴミや乾燥ゴミからの悪臭の発生は竹炭を加えることで抑えられた。乾燥ゴミ

を堆肥として使用する場合、竹炭を5％添加したものが好ましい結果となり、中でもトウ

ガラシの栽培には有効であることがわかった。
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